第3章　諸手当関係（特殊勤務手当）


○教員特殊業務手当の取扱いについて
（平成23年3月28日付け　22教職第500号　職員課長）
このことについて、平成２３年３月１８日付け２２教職第４９４号により、学校等に避難している児童、生徒、地域住民等の救援業務（以下「救援業務」という。）に教員（小学校、中学校、高等学校又は特別支援学校に勤務する教諭、養護教諭、講師、実習助手及び寄宿舎指導員並びに教育事務所又は教育センターに勤務する充て指導主事をいう。）が従事する場合、当該救援業務は職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１３年条例第８０号）第１５条第１項第１号に規定する業務に該当することから教員特殊業務手当が支給される旨通知していたところですが、その支給要件等の具体的な取扱いについては下記のとおりですので、適正に取り扱うようお願いします。

 なお、教育事務所長にあっては、域内の市町村教育委員会に対し、この旨周知願います。

記

１　支給要件

(1) 週休日（祝日法による休日を含む。）に８時間程度救援業務に従事した場合
(2) ４時間の勤務時間が割り振られた日に正規の勤務時間以外の時間のうち８時間程度救援業務に従事した場合
(3) その他の日に正規の勤務時間以外の時間のうち６時間程度救援業務に従事した場合
２　従事時間について

(1) 「８時間程度」とは「７時間３０分以上」、「６時間程度」とは「５時間４５分以上」を指す。
(2) 休憩時間は業務従事時間に含めない。
(3) 業務従事時間は、原則として日単位（０時～２４時）で計上する。
  　　ただし、日を越えて行う救援業務に従事した場合で、業務従事開始日及びその翌日のそれぞれの業務従事時間が規定の時間（１の⑴～⑶）に満たない場合は、当該業務が一連の業務であることが認められる場合に限り、業務に従事した全時間を業務従事開始日の業務従事時間として取り扱う。
  例１　３／１７(木)２２：００ ～ ３／１８(金)５：００

  　　　業務従事時間　１７日：２時間　１８日：５時間

  　　　→　両日とも６時間程度に満たないが、一連の業務であると認められるので、業務従事開始日である　　１７日に７時間従事したとして取り扱う。

  　　　→　１７日のみ支給対象

  例２　３／１８(金)２０：００ ～ ３／１９(土)８：００

  　　　業務従事時間　１８日：４時間　１９日：８時間

  　　　→　１８日は６時間程度に満たないが、１９日は８時間程度従事しているため、原則どおり１８日は４時間、１９日は８時間従事したとして取り扱う。

  　　　→　１９日のみ支給対象

  例３　①３／１８(金)２０：００ ～ ３／１９(土)６：００

  　　　②３／１９(土)１７：３０ ～ ２２：３０

  　　　業務従事時間　①１８日：４時間　１９日：６時間

  　　　　　　　　　　②１９日：５時間

  　　　→　①及び②の業務により、１８日は６時間程度に満たないが、１９日は８時間程度従事しているため、原則どおり１８日は４時間、１９日は１１時間従事したとして取り扱う。

  　　　→　１９日のみ支給対象

  例４　３／１８(金)１７：３０ ～ ３／１９(土)８：００

  　　　業務従事時間　１８日：６時間３０分　１９日：８時間

  　　　→　両日とも６時間程度及び８時間程度従事しているため、原則どおり１８日は６時間３０分、１９日は８時間従事したとして取り扱う。

  　　　→　両日とも支給対象

  例５　３／１９(土)８：３０ ～ ３／２０(日)８：３０

  　　　（休憩時間　１９日：２時間　２０日：１時間）

  　　　業務従事時間　１９日：１３時間３０分　２０日：７時間３０分

  　　　→　両日とも８時間程度従事しているため、原則どおり１９日は１３時間３０分、２０日は７時間３０分従事したとして取り扱う。

  　　　→　両日とも支給対象

  ※　上記例において、３／１９日(土)及び３／２０(日)は「週休日」、それ以外の日は「その他の日」であるものとする。
３　(略)
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